




















































































































































































































































































































めの 10 か条の 6番目に「突然死を避けるためには
乾燥した清潔なおしゃぶりを与える」と書かれてい














































































































































































































































　このような流れを経まして，2015 年 4 月からは
江東豊洲病院でもマタニティ歯科を開始予定です．
　今までご紹介したことを含めて，これからの小児
歯科について私としましては「口腔の健康支援を通
して，子どもたちの未来を支える小児歯科」になっ
てほしいと考えております．最初のタイトルで出し
ました「母子口腔保健」と「小児歯科医療」は，基
本的には目的が異なるところがあります．ただ小児
歯科という枠で考えた時に，この保健と医療は表裏
一体のところがあり，単に治療をすればいいという
わけではなく，保健をベースに医療を行う必要があ
ります．それで医療からまた保健に戻るということ
で表裏一体的な対応でないと，子どもの口腔の健康
管理というのは難しいと思われます．そういう意味
で，保健と医療の融合はとても重要な課題だと思い
ます．
　そして，健康寿命を延伸させるためにも目指すは
小児期からのよりよい生活習慣の確立ということ
で，歯科からも食育や口腔ケアなどのアプローチを
通して，全身と口腔の健康をサポートするような体
制を確立することが大切です．今よく「マイナス 1
歳からのう蝕予防」とかいわれていますが，やはり
妊娠期からの継続的な健康支援が必要で，マタニ
ティ歯科，赤ちゃん歯科から継続的な口腔管理に繋
げていく流れがうまくできてくれればよろしいかな
と考えております．
　少し駆け足でしたが，私の個人の経過から小児科
と小児歯科の連携，そして昭和大学の中での医科と
の連携などを話させていただきました．ご清聴あり
がとうございました．
○司会　井上先生，どうもありがとうございまし
た．小児についていろいろな問題を先生は臨床の立
場からデータを蓄積され，その問題点を解明しよう
とし，さらにそれに対しての改善策まで考え，その
後はマタニティ歯科として小児だけではなくて，そ
の前からもやる．最後の話を聞くと，それが先生そ
のものの歯科に対する非常に熱い思いを感じまし
た．どうもありがとうございました．（拍手）今月
でご退官されますけれども，お話によると病院ある
いは国の機関でさらにますますご活躍されることの
ようなので，どうぞ頑張ってください．今日はどう
もありがとうございました．
